
 

「1.19 労働者怒りの総行動」で終日奮闘！ 
 １月１９日（水）、大阪春闘共闘と大阪労連は、『目に見え音が聞こえる総行動』として、大企業の内部留保

を労働者の賃上げ・雇用安定、中小企業支援に活用せよと求め、また大阪府・大阪市には住民と労働者のくら

しを守る自治体の役割発揮を求めて、１日行動を展開、のべ 1100 名が参加しました。 

 当日は、大阪市内は、淀屋橋での早朝宣伝からスタート。意思統一集会の後、大企業・経営者団体、大阪府

労働局・大阪市などへ要請行動を展開。並行して単産宣伝カー１３台と１００名のハンドマイク隊で「総行動」

を府民と労働者に訴え、昼休み宣伝も 5 カ所で行い、最後は、500 人規模の大阪府庁包囲行動・デモ行進で

締めくくりました。 

各衛星都市では、地区協・地域労連を中心に、駅頭宣伝・職場門前宣伝や、宣伝カーも２0 台以上出動する

など、府下の各地域でもとりくみが行われました。 

また夜には、大阪労連・大阪自治労連・府労組連の主催で労働者決起集会・デモも行われ、この日 1 日を

通じて、２０１１年春闘勝利への大きな一歩を踏み出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 すべての労働者の賃上げ・雇用確保を  実現しよう 内需主導の景気回復 

No.  

2011 1 20  


